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板倉 鼎「裸 婦」‾‾‾

画
細
囲
副
副

一
詳

報
潮
台

用

藷
詰
彊
築
講

一
一
一
に
接
近
す
る
現
実
に
加
え
る
こ
と

-
斎
重
要
だ
と
国
号
。

私
の
史
観
に
ぴ
っ
た
り
の

「
写
真

集

東
山
魁
夷
の
世
界
』
(
集
英
社

刊
)
で
あ
る
。
巨
大
な
存
在
で
あ

る
東
山
芸
術
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
識
者
の
評
価
が
重
く
こ
こ
で
云

々
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
本

か
ら
私
は
東
山
芸
術
の
原
風
景
を

実
感
し
た
。

こ
こ
で
い
う
原
風
景
と
は
、
日

本
画
家
東
山
魁
夷
の
人
間
と
生
活

の
形
成
空
間
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

作
品
の
形
成
空
間
を
総
称
し
て
い

る
。
私
は
作
品
理
解
に
は
、
こ
う

い
ま
一
冊
の
本
が
机
上
に
あ

一
美
証
し
た
。
雪
の
奥
日
光
で
の
厳

輩
轟

三
芸
術
の
秘
め
ら
れ
た
原
風
景
が
い

油
脂
胴
阻
隔

こ
の
た
び
の
「
写
真
集

東
山

魁
夷
の
世
界
」
は
、
企
画
者
の
努

力
で
こ
う
し
た
視
点
の
可
能
性
を

っ
ぱ
い
で
あ
り
、
楽
し
く
昧
ね
い

言
が
ら
頁
を
め
く
っ
た
o



みる・かたる・つくる-

新
春
一
月
五
日
よ
り
開
催

美
に
生
き
た
永
遠
の
青
春
板
倉
鼎
展

き
き
圭
重
き
こ
き
き
き
享
宝
…
き
き
…
手
蔓
…
書
…
き
ま
…
芋
蔓
軍
書
…
き
き
幸
手
蔓
手
書
…

「
自
画
像
」

「
天
折
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

ロ
マ
ン
の
香
り
を
漂
わ
せ
た
、
秘

そ
や
か
な
語
感
が
あ
る
。
そ
こ
に

は
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
実
さ
せ

た
華
や
か
を
花
火
の
よ
う
な
、
或

は
思
い
を
と
げ
切
れ
を
か
っ
た
悲

し
み
と
い
う
よ
う
を
美
し
き
が
渦

巻
い
て
い
る
。
若
さ
故
に
持
つ
ひ

た
む
き
を
情
熱
が
、
を
に
か
格
別

の
美
し
さ
、
味
わ
い
と
な
っ
て
現

わ
れ
、
そ
れ
が
人
々
の
心
を
抱
え

て
離
れ
を
い
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

板
倉
鼎
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
、
そ
の
名
を
知
っ

て
い
る
人
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
次
代
を
担
う
画
家
と

し
て
そ
の
将
来
を
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
、

自
己
の
場
を
確
立
し
え
な
い
ま
ま

に
パ
リ
に
客
死
し
た
画
家
で
あ
る
。

作
品
の
方
は
御
来
館
い
た
だ
き

実
際
に
み
て
味
お
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
、
こ
こ
で
は
こ
の
作

家
の
概
略
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に

し
た
。

生
い
た
ち

板
倉
家
一
族
と
い
う
と
何
や
ら

古
め
か
し
い
が
、
代
々
医
者
の
家

柄
で
、
鼎
は
そ
の
人
代
目
に
当
る
。

父
の
代
に
埼
玉
よ
り
移
住
し
、
松

戸
で
医
院
を
開
業
し
て
い
る
。

鼎
は
、
一
九
〇
一
年
(
明
治
三

四
年
)
三
月
二
六
日
、
父
汀
太
郎
、

母
か
つ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

一
九
二
二
(
明
治
四
〇
年
)
、
松
戸

尋
常
高
等
小
学
校
(
現
松
戸
市
立

中
部
小
学
校
)
を
卒
業
。
こ
の
頃

よ
り
画
家
に
な
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
と
い
う
。

一
九
一
八
年
(
大
正
二
年
)
県

立
千
葉
中
学
校
(
現
県
立
千
葉
高

等
学
校
)
に
入
学
。
当
時
は
交
通

の
健
が
悪
く
、
入
学
と
同
時
に
寮

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、

同
じ
常
盤
線
沿
線
の
仲
間
た
ち
と

「
と
き
わ
」
と
い
う
雑
誌
を
作
り
、

鼎
は
そ
の
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
・
カ

ッ
ト
を
ど
を
受
け
持
ち
飾
っ
て
い

る
。
中
学
校
時
代
は
昨
年
の
展
覧

会
で
ご
紹
介
し
た
堀
江
正
章
に
指

導
を
受
け
て
い
る
。
今
、
こ
の
時

の
勉
強
振
り
、
影
響
が
ど
の
程
度

の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
計
る
す
べ

は
を
い
が
、
画
家
へ
の
意
志
は
い

よ
い
よ
明
確
を
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

堀
江
正
章
は
千
葉
申
子
校
赴
任
以

前
に
大
事
館
で
、
岡
田
三
郎
助
・
中

沢
弘
光
ら
の
俊
才
を
育
て
て
い
る
。

後
年
、
岡
田
が
一
躍
し
て
鮮
麗
を

色
彩
を
覚
え
た
の
は
堀
江
に
よ
る

も
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
o

こ

の
よ
う
な
関
係
も
あ
っ
て
、
中
学

卒
業
後
、
東
京
美
術
学
校
で
岡
田

門
下
に
加
わ
っ
た
も
自
然
の
成
行

き
と
い
え
よ
う
。

当
時
、
洋
画
家
に
な
る
と
い
う

「
庭
に
て
」

カ
ナ
ダ
か
ら
の
礼
状

去
る
七
月
三
十
一
日
-
八
月

十
二
日
に
か
け
て
「
カ
ナ
ダ
風

景
画
度
し
を
開
催
し
た
が
、
終
了

後
、
カ
ナ
ダ
大
使
よ
り
次
の
よ

う
を
礼
状
を
い
た
だ
い
た
。

拝
啓

市
原
様

カ
ナ
ダ
大
使
館
を
代
表
し
ま

し
て
、
今
回
の

"
カ
ナ
ダ
風
景

画
展
へ
を
開
催
す
る
に
当
っ
て

あ
な
た
の
美
術
館
の
ご
厚
情
に

対
し
て
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
特
に
、
日
加
国
交
五
十

周
年
記
念
に
降
し
、
こ
の
た
び

の
展
覧
会
に
よ
り
、
日
本
と
カ

ナ
ダ
の
文
化
交
流
の
絆
が
よ
り

強
ま
っ
た
こ
と
を
確
信
し
て
や

み
ま
せ
ん
。
現
代
カ
ナ
ダ
芸
術

の
枠
を
最
も
ふ
さ
わ
し
い
美
術

館
で
開
催
で
き
た
こ
と
は
思
い

も
か
け
ぬ
喜
び
で
し
た
。
こ
の

機
会
を
縁
に
、
千
葉
県
立
美
術

館
で
カ
ナ
ダ
の
展
覧
会
を
今
後

と
も
開
催
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

日
本
と
カ
ナ
ダ
の
文
化
の
伝

播
に
最
大
の
努
力
を
惜
し
ま
を

か
っ
た
あ
を
た
に
、
か
さ
ね
で

あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
幸
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

敬
具

ブ
ル
ー
ス
・
ラ
ン
キ
ン
大
便

(
原
文
は
英
文
)
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●

「
静
物
」
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こ
と
は
「
貧
乏
画
描
き
」
と
い
う

言
葉
も
あ
っ
た
様
に
、
そ
の
.
生
活

は
容
易
を
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

父
打
太
郎
は
も
ち
ろ
ん
医
者
に
す

る
つ
も
り
で
反
対
し
た
が
、
鼎
の

決
意
は
固
く
、
つ
い
に
父
の
黙
認

を
得
て
画
家
へ
の
一
歩
を
ふ
み
だ

す
こ
と
と
を
っ
た
。

一
九
一
八
年
(
大
正
八
年
)
、
一

年
遅
れ
た
が
、
無
事
東
京
美
術
学

校
(
現
東
京
芸
術
大
学
)
西
洋
画

科
に
入
る
。
同
級
に
岡
虎
之
助
、

野
口
謙
三
ら
が
い
た
。
在
学
中
よ

り
帝
展
、
春
陽
会
展
、
日
日
新
聞

社
展
に
入
選
す
る
を
ど
師
岡
田
の

画
風
を
受
け
継
い
だ
写
実
的
で
温

雅
を
画
に
そ
の
力
量
を
発
揮
し
て

い
る
。

こ
の
頃
、
日
本
の
洋
画
壇
に
は

一
九
二
三
年
(
大
正
十
二
年
)
に

起
っ
た
関
東
大
震
災
の
前
後
か
ら
、

フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
、
立
体
派
、
未
来

派
、
表
現
派
、
構
成
派
、
ダ
ダ
リ

ズ
ム
、
超
現
実
主
義
を
ど
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
現
代
絵
画
の
様
々
を
傾
向
が

矢
つ
ぎ
早
や
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
呼
応
し
て
、
前
衛
的
を
運

動
を
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
展
も
次

々
に
起
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年

(
大
正
九
年
)
に
は
未
来
派
協
会
、

一
九
二
三
年
(
大
正
十
二
年
)
に

は
、
中
川
紀
元
、
古
賀
春
江
な
ど

の
ア
ク
シ
ョ
ン
、
村
山
知
義
、
柳

正
夢
を
ど
の
マ
ヴ
ォ
、
こ
の
二
つ

●

を
ひ
と
つ
に
発
展
さ
せ
た
三
科
会
、

更
に
分
散
し
て
、
造
形
・
文
芸
戦

線
美
術
部
、
単
位
二
科
を
形
成
し
、

昭
和
の
初
め
に
は
、
佐
伯
祐
三
・

前
田
寛
治
ら
が
一
九
三
〇
年
を
目

指
し
て
一
九
三
〇
年
協
会
を
、
ま

た
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
聯

盟
を
ど
相
つ
い
で
結
成
さ
れ
て
い

っ
た
。一

九
一
二
年
(
大
正
元
年
)
の

フ
ュ
ー
ザ
ン
会
の
第
一
回
展
で
は

古
層
系
の
客
観
的
を
自
然
描
写
に

あ
き
た
ら
ず
よ
り
自
由
を
人
間
性

の
表
現
が
叫
ば
れ
、
そ
の
中
か
ら

二
科
会
や
車
上
社
が
生
ま
れ
、
日

本
美
術
院
洋
画
部
か
ら
は
春
陽
会

が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
画

壇
が
こ
れ
ら
の
様
式
を
一
つ
の
芸

術
運
動
と
し
て
迎
え
入
れ
た
と
い

う
よ
り
は
、
そ
の
時
々
の
傾
向
を
表

面
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
忙
が

し
く
、
単
な
る
模
倣
上
の
域
を
脱

せ
ず
、
十
分
に
理
解
し
、
消
化
す

る
ゆ
と
り
も
を
い
状
態
で
あ
っ
た

と
は
い
え
、
若
い
作
家
た
ち
に
と

っ
て
、
そ
の
刺
激
は
あ
ま
り
に
も

強
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ

れ
よ
う
。パ

リ
留
学

一
九
二
五
年
(
大
正
十
四
年
)

秋
、
美
校
卒
業
の
翌
年
も
歌
人
与

謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
の
媒
酌
の

「
黒
衣
の
女
」

「
黒
椅
子
に
よ
る
女
」

も
と
で
、
ロ
シ
ア
文
学
者
昇
曙
夢

氏
の
令
嬢
と
結
婚
。
そ
し
て
一
九

二
六
年
(
大
正
十
五
年
)
二
月
、

夫
人
を
伴
っ
て
フ
ラ
ン
ス
留
学
へ

と
旅
立
っ
た
。
途
中
、
ハ
ワ
イ
で

六
ケ
月
間
程
過
し
、
現
地
の
カ
ナ

カ
人
を
画
題
に
し
た
作
品
を
残
し

て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
二
科
会
の
会
員

で
も
あ
っ
た
ピ
ッ
シ
ェ
ル
に
師
事

し
、
加
え
て
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン

ヌ
の
フ
ォ
ー
ブ
の
画
家
た
ち
、
青

騎
士
の
グ
ル
ー
プ
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス

等
々
パ
リ
を
中
心
と
し
た
様
々
な

芸
術
運
動
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

こ
れ
ま
で
の
画
風
を
」
変
さ
せ
て

い
る
。
み
ず
み
ず
し
い
青
年
の
感

覚
で
一
九
二
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
美
術
の
空
気
を
存
分
に
吸
い
込

み
、
そ
れ
ら
を
独
自
の
視
点
で
ま

と
め
、
自
己
の
芸
術
を
つ
く
る
こ

「
金
魚
と
花
」

「
画
家
の
像
」

と
に
進
ん
で
い
る
。
す
で
に
パ
リ
画

壇
の
寵
児
で
あ
っ
た
藤
田
嗣
治
風

の
も
の
或
は
キ
ス
リ
ン
グ
を
思
わ

せ
る
も
の
も
あ
る
写
実
の
基
礎
を

も
と
に
、
主
観
的
を
近
代
感
覚
と

強
い
表
現
の
傾
向
を
う
け
て
、
一

歩
一
歩
熟
し
か
け
て
い
た
と
い
え

よ
う
。

当
時
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
中
だ
っ

た
画
家
に
は
、
中
村
研
一
、
伊
原

幸
三
郎
、
長
谷
川
昇
、
鈴
木
千
久

馬
な
ど
の
官
屡
系
の
画
家
も
い
た

し
、
有
島
牛
馬
、
林
倭
衛
、
山
脇

信
徳
を
ど
も
い
た
。
鼎
の
最
後
を

み
と
っ
た
と
い
う
岡
康
之
助
は
美

校
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
、
佐
伯

祐
三
、
和
田
滴
ら
と
も
学
校
関
係

そ
の
他
で
知
り
合
っ
て
い
た
。
特

に
佐
伯
祐
三
と
は
親
し
か
っ
た
よ

ー
3
-
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ぅ
で
、
と
も
に
パ
リ
に
天
折
し
て

し
ま
っ
た
の
も
く
す
し
き
緑
と
い

え
よ
う
。

鼎
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
は
最

も
幸
福
を
時
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一

九
二
七
年
(
昭
和
二
年
)

に
は
長

女
が
誕
生
し
、
サ
ロ
ン
ド
ー
ト
ン

ヌ
、
巴
里
美
術
協
会
展
に
も
入
選

し
、
こ
の
地
で
の
評
価
も
う
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
若
妻

を
モ
デ
ル
に
し
た
愛
の
讃
歌
と
も

み
ら
れ
る
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
が
、
と
く
に
一
九
二
九
年
(
昭

和
四
年
)
第
十
回
帝
展
に
発
表
さ

れ
た
「
画
家
の
像
」
は
、
若
い
新

進
作
家
の
み
ず
み
ず
し
い
生
命
感

の
あ
る
作
品
と
し
て
特
に
話
題
を

呼
び
、
ほ
と
ん
ど
の
美
術
誌
上
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
帝
展
開
催
中
に

描
く
こ
と
に
夢
中
で
食
物
の
い
た

み
に
気
が
つ
か
ず
食
べ
て
体
を
こ

わ
し
、
加
え
て
治
簾
中
の
歯
が
化

膿
す
る
と
い
う
悪
条
件
が
重
な
っ

て
、
同
年
九
月
二
九
日
、
敗
血
症

に
よ
り
、
わ
ず
か
二
八
歳
の
若
さ

で
急
逝
し
て
し
ま
っ
た
。

帰
国
し
た
ら
、
日
本
画
壇
に
新

風
を
巻
き
起
し
、
真
の
画
壇
を
築

く
の
だ
と
い
う
気
概
を
手
紙
に
託

し
、
そ
の
夢
を
見
果
て
ぬ
ま
ゝ
に

天
折
し
た
の
で
あ
る
。

翌
年
の
四
月
、
彼
の
死
を
い
た

み
、
石
原
純
、
伊
原
幸
三
郎
、
岡

田
三
郎
助
、
大
久
保
作
次
郎
、
田

辺
至
、
御
厨
純
一
の
諸
氏
が
発
起

人
と
を
り
、
東
京
の
京
橋
に
あ
る

三
共
桜
に
お
い
て
造
作
展
を
開
催

し
て
い
る
。

今
回
の
展
覧
会
は
こ
れ
か
ら
五

十
年
目
に
当
る
。
こ
れ
を
機
に
よ

り
多
く
の
皆
様
に
ご
鑑
賞
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。
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総
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家
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収
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十
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本
年
度
の
常
設
展
は
、
新
収
蔵

作
品
を
は
じ
め
今
日
ま
で
展
示
す

る
機
会
の
な
か
っ
た
作
品
な
ど
を
、

広
く
公
開
す
る
こ
と
に
焦
点
を
あ

て
て
い
る
。

第
一
期
で
は
、
特
に
房
総
ゆ
か

り
の
美
術
家
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

画
・
洋
画
・
彫
塑
・
工
芸
・
書
・

版
画
の
六
分
野
に
わ
た
る
作
品
を

展
示
し
、
九
月
九
日
で
終
了
し
た
。

今
回
は
第
二
期
と
し
て
、
第
一

期
で
と
り
あ
げ
た
美
術
家
も
一
部

含
め
、
さ
ら
に
広
く
房
総
ゆ
か
り

の
美
術
家
を
中
心
に
紹
介
と
顕
彰

を
図
る
た
め
、
五
十
名
六
二
点
を

一
堂
に
展
覧
す
る
。

●
会
期

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
七
日
㊥

ー
昭
和
五
十
五
年
二
月
十
五
日

㈲●
入
場
料

無
料

●
会

期
●
入
場
料

●
会

期

昭
和
五
五
年
一
月
五
日
(
土
)

̃
二
月
三
日
(
日
)

午
前
九
時
-
午
後
四
時
三
〇
分

月
曜
日
休
館

●
入
場
料

無
料

第
3
 
1
回

県

展

よ

り

●
美
術
を
語
る
会

●
日

時

昭
和
五
五
年
一
月
十
九
日
(
土
)

午
後
二
時
よ
り

一
●
話

題

「
板
倉

鼎
を
語
る
」

第
三
十
一
回
千
葉
県
美
術
展

覧
会
(
通
称
・
県
展
)
が
、
去

る
十
月
二
十
七
日
よ
り
十
一
月

十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
応
募
点
数
は
一
六
八
八

点
と
前
回
よ
り
三
六
点
増
加
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
選
点
数
が
一

〇
五
九
点
と
一
九
点
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
レ
ベ
ル
が
低
下
し

た
の
で
は
な
く
、
逆
に
レ
ベ
ル
の

向
上
を
目
ぎ
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

特
に
、
洋
画
部
門
で
は
、
応
募
点
数

が
九
点
増
加
し
た
の
に
昨
年
よ
り

入
選
が
二
六
点
滅
と
言
う
厳
選
に

を
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
審
査
概
評
は
、
「
意

欲
的
・
個
性
的
を
作
品
が
光
り
類

似
的
な
も
の
や
、
切
り
込
み
の
足

り
を
い
表
面
的
を
描
写
に
終
っ

た
だ
け
の
も
の
は
審
査
員
の
心

を
捉
え
ず
選
外
に
を
っ
た
」
と

説
明
し
て
い
る
。

県
展
に
お
け
る
年
々
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
は
、
各
部
門
の
審
査

員
が
口
を
そ
ろ
え
る
と
こ
ろ
で
、

た
と
え
ば
工
芸
で
は
「
作
品
の

質
が
格
段
の
進
歩
の
跡
が
見
え
、

そ
の
中
に
は
中
央
の
展
覧
会
に

出
品
さ
れ
て
も
入
選
出
来
る
様

な
作
品
も
数
点
見
ら
れ
」
と
し

て
い
る
。
反
面
、
全
部
門
で

「
会
員
の
中
で
は
形
式
に
堕
し
て

新
鮮
を
感
動
が
失
わ
れ
て
い
る
」

と
、
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る

意
見
も
出
さ
れ
て
い
た
。

4

●

●



「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
の
活
動
に

望
む
私
た
ち
の
声

みる・かたる・つくる

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
は
、
本
年

度
末
の
完
成
を
目
ざ
し
て
工
事
が

進
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い

館
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

作
り
、
運
営
・
活
動
の
方
針
を
検

討
し
て
い
る
。

今
回
、
各
方
面
よ
り
「
県
民
ア

ト
リ
エ
」
に
対
す
る
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
う

ち
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

版
画
や
児
童
の
講
習
を

星
久
喜
中
学
校
教
諭

坂
戸

武
雄

み
る
・
語
る
・
作
る
ー
の
本
格

的
活
動
が
実
現
で
き
る
喜
び
で
一

ば
い
で
す
。
ア
ト
リ
エ
で
の
諸
講

座
を
待
ち
ね
び
た
人
々
に
と
っ
て

砂
漠
に
水
を
え
た
喜
び
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
術

を
学
ぶ
人
々
が
増
加
し
て
い
る
今

日
、
恵
ま
れ
た
環
境
(
設
備
・
備

品
)
の
中
で
、
よ
き
指
導
者
に
め

ぐ
り
合
い
深
め
高
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
を
ん
と
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
描
い
た
り
、
作
っ
た
り

の
活
動
を
内
か
ら
支
え
る
鑑
賞
、

美
術
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
諸
学
習
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。
県
民
の
美
の

殿
堂
と
し
て
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

美
術
実
技
部
門
の
第
一
ア
ト
リ
エ

(
平
面
)
の
中
で
、
版
画
人
口
の

多
い
今
日
①
エ
ッ
チ
ン
グ
②
リ
ト

グ
ラ
フ
、
セ
リ
グ
ラ
フ
等
に
つ
い

て
の
⑤
②
の
プ
レ
ス
、
そ
れ
ら
の

製
版
上
の
諸
用
具
、
諸
設
備
に
つ

い
て
ご
一
考
下
さ
い
。
ぜ
ひ
、
講

座
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す児

童
・
生
徒
の
た
め
の
、
講
習

会
の
運
営
は
む
ず
か
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
ー
部
門
の
運

営
も
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

多
く
の
人
々
の

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
に

佐
原
中
学
校
教
諭

佐
藤

修

求
め
る
文
化
、
創
る
文
化
の
方

向
と
し
て
、
県
民
の
文
化
向
上
に

役
立
つ
こ
と
と
し
て
期
待
し
て
い

る
。
こ
の
意
義
あ
る
県
民
ア
ト
リ

エ
は
、
県
の
す
み
ず
み
に
活
用
で

き
る
計
画
と
内
容
に
を
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

そ
れ
に
は
、
指
導
者
(
講
師
)

も
、
こ
の
ア
ト
リ
エ
指
導
に
情
熱

を
か
け
て
も
ら
い
た
い
し
、
一
部

の
サ
ー
ク
ル
だ
け
の
利
用
や
活
動

に
限
っ
て
は
、
よ
り
広
い
発
展
に

在
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
道
を
文
化
活
動
、
芸
術
を
息

長
く
続
け
ら
れ
よ
う
、
関
係
者
の

計
画
、
実
践
を
期
待
し
て
や
み
ま

せ
ん
。

美
術
の
体
験
の
場
に
…
‥

千
葉
大
学
附
属
小
学
校
教
諭

野
口

芳
宏

●
「
毒
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
と

は
、
体
験
を
何
よ
り
も
重
視
し
た

先
哲
デ
ュ
ー
イ
の
言
葉
で
あ
る
。

情
報
社
会
の
現
代
に
あ
っ
て
は
、

と
か
く
体
験
を
通
さ
ぬ
観
念
論
が

軽
薄
を
流
行
を
生
み
や
す
い
。
体

験
を
通
し
、
身
を
以
っ
て
知
る
こ

と
こ
そ
真
の
理
解
で
あ
る
。

今
回
、
県
民
の
ア
ト
リ
エ
と
し

て
美
術
普
及
棟
の
完
工
を
見
る
こ

と
は
、
美
術
、
工
芸
、
文
化
が
、

真
の
意
味
で
県
民
の
血
肉
と
な
っ

て
脈
打
つ
た
め
に
ま
こ
と
に
意
義

が
大
き
い
。
年
令
、
趣
味
、
階
層
、

職
種
を
問
わ
ず
全
県
民
に
開
か
れ

た
親
し
み
の
あ
る
発
展
を
し
て
欲

し
い
も
の
で
あ
る
。

幅
広
く
若
い
芽
を
…
…
…

友
の
会
々
貫

目
暮

幸
子

関
係
者
の
御
霊
力
に
よ
っ
て
、

堂
々
た
る
「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
の

完
成
を
見
る
の
は
、
さ
さ
や
か
な

美
術
愛
好
家
の
ひ
と
り
と
し
て
、

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
今
後
は
、

彫
刻
、
焼
き
物
の
分
野
等
の
教
室

に
も
幅
を
広
げ
、
よ
り
多
く
の
人

々
の
「
美
」

へ
の
関
心
を
深
め
て

行
く
と
共
に
、
展
覧
会
は
勿
論
の

こ
と
、
冬
季
、
夏
季
の
休
業
期
に
、

若
い
人
た
ち
の
学
習
の
場
と
し
て
、

学
校
と
の
連
絡
を
緊
密
に
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
負
け
ね
「
美
術
」

へ

の
関
心
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
望

み
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
交
通

の
健
の
御
一
考
を
ー
。

ー
5
-

御
意
見
に
お
答
え
し
て

美
術
館
よ
り

こ
の
他
、
全
部
の
方
が
、
「
県
民

ア
ト
リ
エ
」
の
完
成
を
待
ち
望
ん

で
い
る
と
の
声
で
あ
っ
た
。
そ
れ

故
、
み
を
さ
ん
に
と
っ
て
意
義
あ

る
活
動
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
か
ね
ば
を
ら
を
い
。
そ
し
て
そ

の
使
命
は
、
重
大
で
あ
る
と
痛
感

し
て
い
る
o

ア
ト
リ
エ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

主
と
し
て
実
技
講
座
を
行
い
、
全

部
門
の
活
動
を
目
ぎ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
来
年
度
は
、
と
り
あ
え

ず
洋
画
・
彫
塑
・
工
芸
な
ど
を
中

心
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
版
画
部

門
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
将
来
プ

レ
ス
機
具
等
を
購
入
し
、
ぜ
ひ
開

講
し
た
い
。

講
座
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
も
の
と
し
た
い
。
た
だ
、

ジ
ュ
ニ
ア
を
対
象
と
し
た
も
の
を

行
う
に
は
、
も
う
少
し
時
間
を
か

け
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
実
現

し
た
い
講
座
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
の
夏
季
大
学
・
美

術
を
語
る
会
な
ど
も
継
続
し
て
行

う
が
、
「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
で
は
、

二
百
人
収
容
の
講
堂
で
視
聴
覚
機

器
を
持
ち
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
、

よ
り
理
解
し
や
す
い
も
の
に
な
る

と
期
待
で
き
る
。
一
方
、
情
報
資

料
室
も
設
け
ら
れ
、
図
書
・
雑
誌

の
閲
覧
も
自
由
に
行
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。



みる・かたる・つくる-

新
収
蔵
作
品
紹
介

(
軸
年
6
月
̃
白
月
)

浜
口
陽
三
作
版
画

「
毛
糸
」
「
く
る
み
」

木
村
賢
太
郎
作
彫
刻

「
う
ご
め
く
ト
ル
ソ
I
Ⅵ
」

星
袈
一
作
版
画

「
雪
の
中
で
㈹
」
「
雪
の
玉
A
」
「
星

座
二
番
」
「
星
座
‰
4
2
」
「
風
景
㈹
-

星
月
夜
-
」
「
赤
い
地
平
線
」
「
夜
明

け
」
「
王
の
樹
」

「
陽
㈹
」
「
野
の
木

㈹
」

星
費
一
「
野
の
木
」

星
愛
一
「
王
の
樹
」

寄

贈

畳
表
一
「
赤
い
地
平
線
」

星
襲
一
「
夜
明
け
」

美

の

泉

古
墳
の
造
形
物

古
代
史
上
、
古
墳
の
存
在
は
重

要
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
古
墳

の
あ
る
一
部
に
絵
や
レ
リ
ー
フ
を

ほ
ど
こ
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
装
飾
古
墳
と
呼
ぶ
。

小
林
行
雄
博
士
に
よ
る
と
、
佃

石
室
の
壁
に
彩
色
や
線
刺
し
た
も

の
。
㈲
石
室
の
箱
型
の
屍
床
を
刃

割
し
、
内
側
に
浮
き
彫
り
や
線
刻

・
彩
色
し
た
も
の
。
㈲
石
室
内
の

石
棺
に
装
飾
を
し
た
も
の
。
㈲
横

穴
(
墓
室
)

の
入
口
や
外
壁
ま
た

は
内
部
に
、
浮
き
彫
り
や
線
刻
・

彩
色
し
た
も
の
。
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
図
文
の
多
く
は
、

人
物
・
家
屋
・
船
・
楯
・
敬
・
弓

納
・
刀
・
刀
子
・
剣
・
調
度
品
三

角
文
・
円
文
・
渦
巻
文
・
直
弧
文

・
自
然
の
風
物
等
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
ほ
ど
こ
し
た
意
義
は
、
単
な

る
装
飾
の
た
め
、
呪
術
的
な
も
の
、

肖
像
的
な
も
の
、
仏
教
的
な
も
の
、

そ
れ
ら
が
複
合
し
た
も
の
と
い
う

よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
は
、
埴
輪
や
石
人
有
馬

と
異
な
り
、
古
墳
内
部
の
秘
密
の

場
所
に
祈
り
を
こ
め
て
ひ
そ
や
か

に
表
現
し
た
と
こ
ろ
の
い
れ
ば
暗

闘
の
芸
術
で
あ
る
。
装
飾
古
墳
の

造
形
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
発
見

さ
れ
た
高
松
塚
古
墳
を
除
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
稚
拙
で
決
し
て
高
度

な
芸
術
作
品
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
表
現

さ
れ
て
い
る
も
の
が
古
代
人
の

造
形
意
識
を
通
し
て
生
み
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
表

現
の
巧
拙
は
あ
る
に
し
て
も
、

造
形
芸
術
の
一
つ
と
数
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

何
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
装

飾
古
墳
を
通
し
て
、
今
日
の
わ

れ
わ
れ
は
、
古
代
人
の
美
意
識

や
造
形
に
対
す
る
思
想
や
感
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時

に
、
当
時
の
生
活
、
そ
し
て
祖

先
の
ぽ
ん
と
う
の
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

鮨
利
彦
様
よ
り

鮨
利
彦
作
洋
画
「
房
州
伊
務
ケ
岳
」

-6-
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利
彦
「
房
州
伊
嬢
ケ
岳
」

●



トピックス

●
関
東
地
区
博
物
館
協

会
調
査
研
究
委
員
会

開
か
れ
る

去
る
十
月
三
十
一
日
、

関
東
地
区
博
物
館
協

会
の
調
査
研
究
委
員

会
の
合
同
研
究
会
が

本
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
研
究
会
は
、

本
年
度
よ
り
三
ヶ
年
問
の
計
画
で
、

民
俗
・
考
古
・
美
術
の
三
分
野
に

お
い
て
、
各
県
よ
り
各
分
野
二
名

の
委
員
が
選
出
さ
れ
共
同
研
究
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
日
は
、
各
県
の
委
員
が
集

ま
り
、
テ
ー
マ
の
設
定
や
今
後
の

方
針
・
日
程
等
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
た
。

●
緑
化
推
進
委
員
会
よ
り

記
念
植
樹
さ
れ
る

-みる・かたる・つくる

美
術
館
内
に
多
く
の
樹
木
を
植

え
、
憩
の
場
と
す
る
よ
う
努
力
し

●

て
き
た
が
、
こ
の
た
び
県
緑
化
推

進
委
員
会
よ
り
月
桂
樹
を
ら
び
に

さ
ん
ご
樹
の
二
本
が
寄
付
さ
れ
た
。

去
る
十
一
月
十
日
、
雨
の
降
る

中
、
鈴
木
県
出
納
長
、
県
林
務
課

の
職
員
が
参
列
し
、
植
樹
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

●
第
四
回
美
術
を
語
る
会

県
展
開
催
中
の
十
一
月
十
日
他

に
「
第
四
回
美
術
を
語
る
会
」
を

開
催
し
た
。
話
題
提
供
者
に
前
東

京
国
立
文
化
財
研
究
所
絵
画
室
長

の
中
村
倍
三
郎
氏
を
迎
え
、
「
初

期
県
展
に
み
る
作
家
た
ち
」
に
つ

い
て
語
り
合
い
が
な
さ
れ
た
。
特

に
我
が
国
に
お
け
る
本
県
の
県
展

の
占
め
る
位
置
の
話
が
あ
り
、
さ

ら
に
美
術
の
見
方
・
考
え
方
を
ど

の
話
ま
で
進
展
し
、
参
加
者
か
ら

有
意
義
を
会
で
あ
っ
た
と
称
賛
の

声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

●
友
の
会
パ
ス
旅
行
終
わ
る

十
一
月
十
七
・
十
八
の
両
日
、

総
勢
四
十
五
名
が
参
加
し
た
、
i
秋

の
美
術
鑑
賞
の
旅
が
行
わ
れ
た
。

一
日
目
は
、
足
利
市
郊
外
の
栗
田

美
術
館
を
見
学
し
、
伊
万
里
・
鍋

島
の
陶
磁
器
の
美
を
堪
能
し
た
。

二
日
目
、
霧
雨
の
降
る
中
を
伊
香

保
か
ら
高
崎
市
の
群
馬
の
森
を
訪

れ
、
開
館
問
も
を
い
群
馬
県
立
歴

史
博
物
館
、
同
近
代
美
術
館
を
見

学
し
た
。
博
物
館
で
は
、
埴
輪
の

偉
容
に
お
ど
ろ
き
、
美
術
館
で
は

群
馬
県
展
を
み
を
が
ら
作
品
の
制

作
談
義
に
花
が
咲
い
た
。

●
六
十
万
人
目
の
入
館
者

開
館
以
来
五
年
と
十
一
ケ
月
余

り
の
十
月
十
一
日
㈱
、
六
十
万
人

目
の
入
館
者
を
迎
え
た
。
六
十
万

人
目
は
干
葉
市
の
田
村
光
行
君
(
六

才
)
で
、
記
念
品
を
贈
っ
た
。

●
市
原
館
長
に
県
功
労
賞

本
館
の
市
原
正
夫
館
長
が
、
県

教
育
功
労
者
と
し
て
、
十
一
月
一

日
、
県
教
育
委
員
会
よ
り
授
賞
さ

れ
た
。
こ
の
た
び
の
授
賞
は
、
教

育
行
政
の
企
画
・
立
案
、
な
ら
び

に
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

伝

言

板

●
次
の
期
間
が
休
館
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
2
月
2
4
日
㈲

定
期
休
館
日

1
2
月
2
5
日
㈹

臨
時
休
館

1
2
月
2
6
日
㈱
̃
1
月
4
日
㈱

年
末
・
年
始
休
館
日

「
一
上
口
上
主
上
自
主
主
自
主
̃
.
̃
̃
‖
主
上
主
上
上
上
し

美
術
館
を
見
学
し
て

千
葉
大
学
附
属
小
学
校
六
年

草
間
奈
月

九
月
二
十
二
日
に
五
、
六
年

生
で
千
葉
県
立
美
術
館
に
い
っ

た
。
そ
し
て
"
房
総
に
訪
れ
た

巨
匠
た
ち
〃
と
い
う
の
と
"
7
9

展
〃

と
い
う
の
を
見
て
来
た
。

い
ろ
い
ろ
を
人
の
絵
が
あ
り
、

大
き
さ
も
様
々
だ
っ
た
。
人
物

の
絵
で
は
、
大
久
保
作
次
郎
と

い
う
人
の
「
平
和
」
と
中
村
つ

ね
と
い
う
人
の

「
ぼ
う
し
を
か

ぶ
る
自
画
像
」
が
と
て
も
い
い

と
思
っ
た
。
大
久
保
作
次
郎
の

人
物
画
は
、
「
平
和
」
に
か
ぎ

ら
ず
み
ん
な
そ
う
だ
が
、
あ
た

た
か
く
て
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

感
じ
が
し
た
。
ま
た
「
ぼ
う
し

を
か
ぶ
る
自
画
像
」
は
、
よ
く

わ
か
ら
老
い
が
、
ゴ
ッ
ホ
の
絵

の
よ
う
な
か
ん
じ
を
う
け
た
。

風
景
の
方
で
は
、
「
き
り
の
湖

は
ん
」
山
本
か
な
え
、
「
潮
来
」

小
杉
未
醇
、
「
下
す
わ
の
リ
ン

ク
」
金
山
平
三
の
三
点
が
、
特

に
心
に
残
っ
た
。
「
き
り
の
湖

は
ん
」
で
は
、
ぼ
や
け
て
い
る

木
の
感
じ
が
「
潮
来
」
で
は
、

に
ご
っ
て
い
る
水
と
ふ
か
緑
の

木
の
感
じ
、
「
下
す
ね
の
リ
ン

ク
」
は
雲
に
光
の
あ
た
っ
て
い

る
感
じ
が
素
敵
だ
と
思
っ
た
。

絵
を
見
ね
か
っ
て
か
ら
感
じ

た
こ
と
だ
が
、
人
物
や
畑
、
花
、

木
、
湖
な
ど
の
絵
は
多
い
が
、

大
や
ね
こ
な
ど
、
動
物
の
絵
が

少
を
い
と
思
っ
た
。
そ
ん
を
中

で
、
坂
本
繁
二
郎
の
「
牛
」
は
、

牛
の
胴
の
色
に
て
い
ね
い
さ
が

感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
バ
ッ
ク
の

色
と
と
て
も
よ
く
に
て
い
る
感

じ
も
し
た
。

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
か
も
し
れ
な

い
が
、
一
人
の
人
の
か
い
た
絵

は
、
ど
れ
も
み
な
、
よ
く
に
て

い
る
。
今
ま
で
、
絵
を
み
て
も

た
れ
が
か
い
た
の
か
、
な
ど
は

ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か
ら
を
か
っ
た
し

興
味
も
を
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
よ
く
絵

を
見
て
、
だ
れ
の
絵
と
似
て
い

る
か
と
か
、
ど
う
い
う
人
だ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
い
ろ

い
ろ
調
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
図
工
の
絵
の
勉

強
の
と
き
も
、
一
層
お
も
し
ろ

く
な
る
と
思
う
。

本
当
に
、
す
て
き
な
絵
を
み

ら
れ
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
。

r`JII““1-JI′、-′lI“一〇Jl′〇、ノl′-・、′l̃l̃ĨI′、ヽJII’“〇、1JI′-..."I′、-Jl′.・・Jl̃I′--JI′〇〇〇I′〇、Jll’〇〇一Jl′〇、JII、○○.J′′..-JIr-.Jl′、-ノl′〇・Jl′-.-JI′○○ノl′’.〇・JI′-JII一〇〇Ji′一〇ノI′’〇、Jl

-
7
-



みる・かたる・つくる

鰹
帖
剛
酬

団

体

展

(
1
 
2
月
̃
2
月
)

■
て
ん
刻
入
門
講
座

美
街
館
主
催
に
よ
る
後
期
の
て

ん
刻
入
門
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。て

ん
刻
と
は
、
木
や
石
な
ど
の

印
材
に
て
ん
書
体
で
文
字
を
刻
す

る
こ
と
で
、
本
来
は
そ
れ
を
印
肉

で
紙
に
押
し
た
も
の
を
鑑
質
し
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
技
法
そ
の
も

の
は
実
用
的
な
も
の
と
し
て
、
蔵

書
印
・
落
款
印
を
ど
に
も
応
用
す

る
こ
と
が
で
き
活
用
す
る
場
は
多

ヽ
〇

〇

本
諮
座
は
、
て
ん
刻
の
技
法
や

材
料
を
知
り
、
彫
る
喜
び
、
使
う

楽
し
み
を
味
わ
う
初
心
者
向
け
の

も
の
で
す
。
な
お
前
回
ま
で
受
講

さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

●
日

時
昭
和
弱
年
2
月
2
3
自
他
-
2
4

日
㈲
、
二
日
で
一
語
座
、
午

前
即
時
̃
午
後
4
時

●
講
・
師

古
川

悟
氏
(
日
展
審
査
員
)

白
鳥
弘
苑
氏
(
謙
憤
書
道
会

評
議
員
)

●
会

費
無
料
(
た
だ
し
、
材
料
費
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
)

●
募
集
人
員

四
十
名
(
応
募
者
多
数
の
と

き
は
抽
選
で
決
定
)

●
会

場
美
術
館
研
究
工
作
室

●
申
し
込
み

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
し
、
往
復
は
が

き
で
美
術
館
内
普
及
広
報
班

「
て
ん
刻
入
門
講
座
」
係
宛

●
締
め
切
り

昭
和
弱
年
2
月
1
日
㈲

.

.
●
′
ヽ
.
′
・
・
ヽ
!
-
・
・
}
.
,
・
・
う
′
・
・
ヽ
.
-
・
・
?
-
・
・
●
・
̃
・
-
、
・
-
,
,
ヽ
・
・
・
,
」
、
・
-
,
.
-
-
.
;

菓
七
宝
焼
講
習
会

制
作
技
法
の
習
得
を
通
し
て
、

手
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
使
う
喜
び

を
昧
お
う
こ
と
の
で
き
る
七
宝
焼

基
礎
講
座
で
あ
る
。

●
期

日
昭
和
5
5
年
3
月
6
日
㈱
̃
了

日
㈱

●
講

師
未
定
(
交
渉
中
)

●
募
集
人
員

四
十
名
(
応
募
者
多
数
の
と

き
は
抽
選
で
決
定
)

※
会
場
、
会
費
、
申
し
込
み
等
に

つ
い
て
は
「
て
ん
刻
入
門
講
座
」

と
同
じ
。

●

▽
第
2
4
園
子
ど
も
県
展

1
2
・
‖
̃
1
2
・
2
3

無
料

▽
第
1
5
回
登
熊
社
・
宮
坂
会
書
初

展

l
・
5
̃
1
・
6

無
料

▽
第
1
 
0
回
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟

展

l
・
5
-
1
・
1
3

無
料

▽
日
輝
展
選
抜
屡

1
・
1
5
̃
1
・
2
0

無
料

▽
第
3
2
回
千
葉
県
小
・
中
・
高
校

書
初
屡

2
・
5
-
2
・
n
∴
∴
.
無
料

▽
昭
和
5
4
年
度
千
葉
大
学
教
育
学

部
美
術
科
卒
業
制
作
展

2
・
5
̃
2
・
‖

▽
昭
和
5
4
年
度
千
葉
大
学
教
育
学

部
書
道
科
学
生
書
道
展

2
・
5
̃
2
・
‖
∴
∴
無
料

美
術
館
友
の
会
々
員
の

葉

美

会

展

会
期

弱
・
1
・
1
 
5
̃
2
7

搬
入

弱
・
1
・
1
4
、
正
午
迄

※
作
品
は
2
0
号
内
外
、
一
人
2
点

以
内
。

1
月
2
7
日
、
午
後
2
時
よ
り
作

品
指
導
研
修
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
友
の
会
事
務
局

へ
。

9

2219145 月72一
〇
〇

揚
言12

圃

6 2 月24
【
い
"16

9
月

〇
〇
〇

青
野
銚
子
市
教
育
長

今
井
県
教
育
長

県
内
婦
人
教
育
委
員
七
名

在
日
本
大
韓
民
国
居
留
民

団
孟
事
務
局
長
他
一
名

美
術
館
研
究
協
力
校
千
葉

大
附
属
小
学
校
五
、
六
年

閏沼
田
県
副
知
事

糟
谷
県
教
育
次
長

長
谷
川
千
葉
市
教
育
長

茂
原
保
健
所
一
行
三
十
名

習
志
野
市
文
化
会
館
長

他
一
名

千
葉
市
役
所
近
間
助
役

茨
城
県
企
画
室
一
行
五
名

信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
長
窪
島

誠
一
郎
氏

佐
倉
市
教
育
委
員
会
一
行

五
十
六
名

文
部
省
大
臣
官
房
審
議
官

銘
水
i
勲
氏

県
博
協
役
員
一
同

今
井
県
教
育
長

茨
城
県
総
合
開
発
審
議
会

委
慮
貝
一
行
九
名

佐
倉
市
収
入
役

八
千
代
市
役
所
広
報
課

日

記

抄

巡
回
展
(
銚
子
会
場
)
開

会

u

韓
国
と
の
交
流
子
ど
も
作

品
の
審
査

1
8

関
博
協
研
究
会
打
ち
合
ね

せ

(
群
馬
)

1
 
9
2
0
全
国
博
物
館
大
会
(
仙
台
)

2
8

美
術
館
・
博
物
館
、
館
長

課
長
合
同
会
議

2
9

第
三
回
美
術
を
語
る
会
、

話
題
提
供
者
、
本
館
副
館

長
高
橋
在
久

1
0
月2

3
県
博
協
県
外
視
察
(
新
潟

方
面
)

31272423 15

講
演
会

「
房
総
を
訪
れ
た

作
家
」
講
師
・
窪
島
誠
一

郎
氏

美
術
館
資
料
審
査
委
員
会

美
術
館
協
議
会

県
博
協
第
五
回
役
員
会

第
3
 
1
回
県
展
オ
ー
プ
ン

昭
和
五
十
四
年
度
関
博
協

調
査
研
究
委
員
会

‖
月○

○90161

県
博
協
第
二
回
研
究
会

(
久
留
里
城
址
資
料
館
)

全
国
美
術
館
会
議
(
広
島
)

第
四
回
美
術
を
語
る
会

話
題
提
供
者
、
中
村
侍
三

郎
氏

(
美
術
評
論
家
)

県
緑
化
推
進
委
員
会
に
よ

る
植
樹

関
博
協
研
究
会

(
群
馬
)

1
 
7
1
 
8
美
術
館
・
友
の
会
共
催
第

九
回
県
外
の
美
術
と
文
化

財
を
訪
ね
る
バ
ス
旅
行

1
 
9

県
展
実
行
委
員
会
反
省
会

8


